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               審   査   の   要   旨 
 
 本論文を通して著者は、油脂産生珪藻の油滴局在タンパク質を生化学的に初めて同定し、その
過剰発現体を作出して、その油滴局在タンパク質の機能を生理的に解析した。藻類の油滴はこれ
まで高純度で単離することができず、その構成分子について十分な研究が行われてこなかった。
本論文の著者は、細胞を破壊する方法や油滴の分離方法について試行錯誤しながら、非常に純度
の高い状態で単離することに成功した。これにより油滴の構成分子を研究する突破口を開いた。
これらの結果により、珪藻類およびラビリンチュラ類を用いた油脂生産に、新たな知見を提供す
ることが期待できる。この論文でも示された、多くの生物種に見られる油脂蓄積に関わる主要な
タンパク質が、非常に多様な起源を有するであろうことは、その進化が複数の異なる機構で起こ
ったことを示唆し、蓄積される脂質の種類や、蓄積を促す環境条件の違いなどにより、油滴局在
タンパク質が使い分けられてきた可能性を示すものである。このように脂質の蓄積には、生物間
でこれまで考えられていた以上に大きな違いがあり、また複雑な機構が潜んでいる可能性を示し
たことは、当該分野の今後の研究の発展に大きく貢献したと評価できる。 
 平成２９年８月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認められる。 
 
 
